
◯経営戦略部 部長の深野でございます。
◯はじめに、先日発生させた運行トラブルについて申し上げます。1月24日からの雪の影響
に伴い、長時間運転を見合せ、また長時間にわたる駅間での停車などにより、駅や車内
でお待ちいただき、多くのお客様に多大なるご迷惑をおかけいたしました。皆様にも大変
ご心配をおかけいたしました。改めてお詫び申し上げます。

◯今回の弊社の判断や対応の問題点をしっかりと検証し、必要な改善策を速やかに講じ
てまいります。

◯本日は、第3四半期決算の概要についてご説明したのち、皆様からのご質問をお受けし
たいと思います。

◯それでは資料の3ページをご覧ください。







◯第3四半期の連結決算につきましては、営業収益9,748億円、営業利益699億円、
四半期純利益873億円でございました。

◯運輸収入をはじめとして回復基調にあったこと、また、グループをあげて構造改革の取組
みに努めたことなどにより、第3四半期としては20年3月期以来3期ぶりに、各利益項目
で黒字を確保することができました。

◯ コスト構造改革の取り組みにつきましては、今期単体で▲200億円を削減する計画で
すが、第3四半期累計で▲155億円削減しました。これに緊急的コスト抑制を加えまし
たコスト削減全体としましては、今期連結で▲1,170億円を削減する計画ですが、第3
四半期累計で▲800億円の削減を実行しました。

◯なお、連結四半期純利益873億円につきましては、第1四半期決算発表時にご案内
のとおり、産業競争力強化法に基づく事業適応計画の認定によりまして、向こう5ヶ年の
課税所得に対する繰越欠損金の控除限度額が拡大される特例を受けることから、法
人税等におきまして▲435億円減の税効果影響が発生しております。

◯通期業績予想につきましては、第7波の収束以降、全国旅行支援や水際対策の緩和
といった公的な需要喚起策の効果もあり、第3四半期は概ね想定どおり推移したものの、
12月末にコロナ前の9割としたご利用想定に対し、新幹線需要の実勢としては未達で
あると認識しております。さらに、第8波の影響長期化等のリスクも想定されるところでは
ありますが、現時点、通期計画については達成できる見込みであると考えております。

◯費用計画が概ね想定どおり推移していることを踏まえまして、通期業績予想については
修正せず、配当予想についても据え置くことといたしました。

◯ この間の取組みとして、ダイスを振るというゲーム感覚とリアルな旅を融合した新たな価値
が受け入れられ、サイコロきっぷの第3弾も大変ご好評いただきました。引き続き、全国
旅行支援の延長といった機会を実需につなげるべく、様々な需要喚起に努めてまいり
ます。

◯次のページをご覧ください。



◯それでは各事業別にご説明いたします。まず、運輸業です。
◯第3四半期の運輸収入は、5,103億円でございました。これは、前年対比で

+1,451億円増、コロナ前となる20年3月期対比では75％の水準でございます。
◯内訳はご覧のとおりですが、うち新幹線につきましては、山陽新幹線が2,325億
円、北陸新幹線が237億円でございました。

◯第7波の収束以降、近畿圏につきましては実勢として9割まで回復しているととら
えておりますが、新幹線につきましては、全国旅行支援や水際対策の緩和といっ
た公的な需要喚起策の効果があってなお8割台の回復にとどまっており、実勢とし
て、想定した12月末9割という水準には未達であると認識しております。

◯新たな派生型ウイルスの出現等、第8波の影響長期化といったリスクも想定され
るところでありますが、第3四半期までの実績を踏まえ、現時点、通期計画につい
ては達成できる見込みであり、従来予想を据え置いています。

◯次のページをご覧ください。



◯流通業です。
◯第3四半期は、前年対比+314億円の増収、営業利益は同じく+100億円増
益の34億円となりました。駅構内店舗や百貨店の売上が回復し、上期に続き、
黒字となりました。

◯今期は物販店舗・百貨店とも、年間を通じてコロナ前対比9割程度の売上を想
定しておりますが、今のところ概ね想定の範囲内で推移しております。

◯次のページをご覧ください。



◯不動産業です。
◯第3四半期は、前年対比+118億円の増収、営業利益は同じく+34億円増
益の275億円でした。

◯前年に開業した賃貸物件の平年度化や投資家向け販売が増加したほか、SC
売上高の回復により賃料収入が増加しました。

◯今期のSC売上高はコロナ前対比9割程度と想定しておりますが、今のところ概ね
想定の範囲内で推移しております。

◯次のページをご覧ください。



◯その他の事業です。
◯ホテル業につきましては、ご覧のとおり、客室稼働率は改善の傾向にあります。全
国旅行支援や水際対策緩和の効果等により宿泊部門を中心に業績が回復し
ました。前年対比では+90億円の増収、+52億円損益改善し、第3四半期の
3か月間に限れば黒字を確保しました。

◯旅行業につきましては、引き続きワクチン接種の事務局業務受託などのソリュー
ション事業が牽引し、前年対比+416億円の増収、営業利益は同じく+50 億
円増益の47億円となりました。

◯なお、いずれの事業セグメントにおきましても、現時点、概ね想定の範囲内で推
移しておりますことから、通期業績予想は期首にお示ししたものを据え置いており
ます。

◯次のページをご覧ください。



◯ 現在、来期以降の新しい中期経営計画の策定を進めています。
◯ 安全は弊社グループにとって最重要の経営課題であり、それは今後も決して変わることはありま
せん。

◯ 他方、コロナ禍を経て社会も大きく変化しているなか、20年、30年先の社会を思い描きながら、
弊社グループ事業のあるべき姿や提供する価値・役割を再定義し、中計だけでなく、弊社のパー
パス・長期ビジョンとしてお示しする準備を進めています。

◯ 新中計は、そのパーパス・長期ビジョンからのバックキャストにより、今後数年間の具体的な取組み
を示すものです。

◯ コロナ禍後の社会の進化を踏まえると、変革・復興のスピードを加速させ、少しでも早く進化・成
長のステージへと突き進んでいくべきであり、そのためにも、新中計は非常に重要なものとなります。

◯ 「鉄道の活性化」として、収益面では、DXが可能にするデータドリブンなグループマーケティングで
お客様お一人お一人への提供価値を高めることやイールドマネジメントの高度化により、「単価×
移動量」として最適化していきます。

◯ また、地域まちづくりなどで新たな移動需要を創出することに加えて、一層の回復が見込まれるイ
ンバウンド需要の取り込みにより、更に移動量を増やしていく考えですが、鉄道以外の既存事業
においても、これまで以上にシナジーを生み出したいと考えています。

◯ 費用面でも、これもDXが可能にするデータドリブンなメンテナンスによる合理化などを更に進め、構
造的削減を深度化させていきます。

◯ 一方、物価高騰などコントロールの利かない外部要因の脅威も顕在化しており、計画策定にお
いては大変苦心しているところです。

◯ 加えて注力したいのが、「移動」に連動しない次世代に向けた新しい事業の柱づくりです。弊社グ
ループがこれからの社会においても持続的な成長を果たしていくためには、事業のもう一つの柱を
作り、ポートフォリオを再構築していくことが重要であると認識しており、相応の設備投資も必要と
考えています。

◯ 鉄道の安全を追求し続けるとともに、未来への進化を見据えて、新たな事業の創出に挑んでいき
たいと考えています。

◯ 新中計につきましては、改めて公表させていただきます。


























